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１．まえがき 

 近年、建設工事における環境への配慮から、低振動の建設機械の開発や実施工への適用が進められており、

一般の交通振動より建設振動が下回ることも少なくない。一方、市街地では周辺建物と非常に近接して建設

工事を行う場合もあり、建設工事による影響を詳細に評価することが求められる。現在、各種の規準や参考

文献に建設機械について振動レベルなどの参考値が示されているが、建設機械の振動源としてのデータは示

されておらず、地盤物性の異なる各地点で振動解析をすることには課題がある。本報では、建設機械ごとの

振動源データの収集を目的として振動実測と振動源データの逆解析を実施した結果を報告する。 
２．振動実測の概要 

 埼玉県南埼玉郡菖蒲町において鋼矢板（Ⅱ型 WIDE、

L=9.5m）打設工事を行った。使用した建設機械は表-1 の

通りである。建設機械の試験工事として、各種の矢板打

設機械を用いて振動実測を行った。 

表-1 使用機械と型式 

使用機械 型式 
普通バイブロ FM2-60 
高周波型 LSV LSV-60 
超高周波型 PALSONIC-20 
ｻｲﾚﾝﾄﾊﾟｲﾗｰ（Sp） ECO100 

 

 図-1 に示すように、矢板打設位置から離れた 3 地点

（50m、100m、150m ）で地表面にピックアップを載せる

ようにして振動計測（リオン製 VM-53）を行った。図-2

と図-3 には鋼矢板打設位置から 50m と 100m 地点での振

動レベルの実測結果を示した。最大値では普通ﾊﾞｲﾌﾞﾛで

63dB(50m)と 57dB(100m)、高周波型 LSV で 64dB(50m)と

56dB(100m)、超高周波で 48dB(50m)と 42dB(100m)、 
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図-2 鋼矢板打設による振動レベル(50m)
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図-3 鋼矢板打設による振動レベル(100m)
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図-1 鋼矢板打設と実測状況 
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ｻｲﾚﾝﾄﾊﾟｲﾗで 42dB(50m)と 35dB(100m)なった。各打設機械とも

に 50m から 100m で 6dB～8dB の距離減衰が見られた。表-1 に

は現地の地質状況を示した。GL-8m 近辺では N 値=35 の洪積砂

層に到達するが、普通ﾊﾞｲﾌﾞﾛや高周波で 50dB～60dB に振動レ

ベルが上昇している部分がこれに該当する。一方、超高周波

やｻｲﾚﾝﾄﾊﾟｲﾗでは土質の違いによる影響はあまり見られない。 

３．振動解析による逆解析 

地盤の振動解析には３次元の薄層要素法を用いて点加振

による地表面の応答変位を求める手法を適用した。 

解析によって求められた伝達関数を用いて、50m 地点の加速度の実測値から振動源の加振力を逆解析する

ことを試みた。なお、弾性波速度は N 値と土質から推定した。図-4 と図-5 には、普通バイブロと超高周波バ

イブロについて逆解析によって求められた加振力と 100m 地点の加速度の波形を示した。実測と解析で若干の

差異は見られるが、普通バイブロと超高周波バイブロの特徴の違いなどはよく表されているのがわかる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図-6 には振動加速度レベルの離隔距離による変化を示し

た。解析結果を実線で実測値をマークで示した。実測値と解

析値ともに LSV、普通、超高周波、ｻｲﾚﾝﾄﾊﾟｲﾗｰ(Sp)の順とな

っている。50m 地点は逆解析の本データであるので一致する

のは自明であるが、100m 地点においてもいずれの打設機械に

ついてもよく一致しているのがわかる。 

４．結論 
建設振動の予測精度を向上させるために加振力のデータ

収集を目的として鋼矢板打設工事の振動解析を活用して予測

精度の検証を行い一定の精度が得られることを確認した。紙

面の関係でその他のデータについては紹介できなかったが、

今後もデータ収集を継続しデータベース化を図る予定である。 
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深度(m) 地層 N値
単位体積重

量(kN/m3)

0～-1.4 盛土 4 13

～-3.5 沖積粘性土 0 13
～-5.0 沖積粘性土 3 16.5
～-6.1 沖積砂 18 18
～-7.6 洪積粘性土 22 17
～-8.4 洪積砂 35 1
～-10.7 洪積粘性土 10 17
～-25.0 洪積砂 50 20

表-1 地盤物性値

図-4 普通バイブロの振動加速度
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図-5 超高周波バイブロの振動加速度
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図-6 振動加速度レベルの減衰
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